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イベント概要 

 

[企業名]  日本オラクル株式会社 

 

[企業 ID]  4716 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2023 年 5 月期第 3 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2023 年度 第 3 四半期 

 

[日程]   2023 年 3 月 22 日 

 

[ページ数]  17 

  

[時間]   16:30 – 17:14 

（合計：44 分、登壇：10 分、質疑応答：34 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

   取締役 執行役 最高財務責任者 (CFO) 

    エス・クリシュナ・クマール（以下、エス・クリシュナ・クマール） 

IR 部 ディレクター    西尾 有貴（以下、西尾） 
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[アナリスト名] ゴールドマン・サックス証券  田中 誓 

シティグループ証券    鶴尾 充伸 

大和証券     上野 真 

   みずほ証券     堀 雄介 

三菱 UFJ モルガン・スタンレー証券 田中 秀明 

モルガン・スタンレーMUFG 証券  瀬川 紘人 

BofA 証券     金子 裕紀 

CLSA 証券     野田 英雄 

JP モルガン証券    千葉 馨 

SMBC 日興証券    菊池 悟 

UBS 証券     田邊 純 
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登壇 

 

西尾：皆様、こんにちは。日本オラクル IR の西尾です。ただ今より、日本オラクル、2023 年 5 月

期第 3 四半期決算説明会を開催いたします。 

 

ディスクレーマーにつきましては、決算短信、および業績補足資料の注記に記載のとおりです。 

本日は、執行役、最高財務責任者（CFO）、エス・クリシュナ・クマールより、当期の業績の概要

を説明させていただき、次に Zoom の Q&A 機能を用いて、皆様からのご質問をテキストでお受け

いたします。 

それでは、業績概況につきまして、エス・クリシュナ・クマールより説明させていただきます。 

エス・クリシュナ・クマール＊：皆様、こんにちは。日本オラクル、2023 年 5 月期の第 3 四半期

決算説明会にようこそお越しくださいまして、ありがとうございます。 
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さて、私ども、早速ではありますが、第 3 四半期、継続的にオンプレミス、そしてクラウドサービ

スにおいて進展が見られました。クラウドを様々な顧客で展開することができ、特にわれわれの

Oracle Cloud Infrastructure、これは各企業さんのミッションクリティカルシステムの近代化に寄

与しております。中でも非常に大手のクラウドのお客様に恵まれ、業界も様々であります。例えば

製造、流通、サービス業、あるいは官公庁などで、お客様、サインアップすることができました。 

これは、かつても申し上げたことでありますが、弊社 OCI におきましては、日本の政府、デジタ

ル庁のガバメントクラウドにも選定されております。これによりまして、今後、潤沢なパイプライ

ンの見通しが確実視され、また中長期的な大型プロジェクトの需要も喚起するに至っております。 

われわれオラクルといたしましては、エンタープライズテクノロジーの中でも選ばれるベンダーと

なっており、これもやはり弊社の製品、サービスがお客様のコスト効率性、あるいはビジネスの近

代化に寄与しているということから来ていると考えます。 

また、多くの企業様が日本において、Oracle Fusion Cloud の ERP および EPM を実装され、これ

により財務計画、あるいは分析などをシンプル化し、標準化し、または生産性をアップしたり、コ

スト低減、ないしはコントロールの改善に活用してくださっております。 

それに加えまして、正確な連携のとれた計画立案、ないしは予測可能なインテリジェンスを活用

し、シナリオモデルやベストプラクティスなどを組み込むことによって、彼らのビジネスを不確実

性の高い中でも誘導することが可能となっております。 

そして、来たる 4 月でありますが、CloudWorld Tokyo の開催が予定されております。もし、弊社

のテクノロジーにご関心がありましたら、ぜひ金融アナリスト皆様方はご参加ください。 
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さて、数字に移ってまいりたいと思います。 

この 2023 年 5 月期、最初の 9 カ月の売上高は 1,632 億 2,600 万円で、対前年で 6.3%の伸びとな

っております。この 9 カ月、2 月末までの数字になっておりますが、特にクラウド&ライセンスの

売上が堅調になっております。 
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クラウドサービス&ライセンスサポートの売上高は、1,051 億円となっております。こちらは 6.1%

の増加で、今現在、社全体の売上の約 64.4%を占めるに至っております。 

Fusion ERP クラウドの売上高が 17%プラス、また一方で、NetSuite ERP クラウドの売上高が

26.5%の増加になりました。 
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売上、営業利益に続きますが、こちらは 526 億 1,000 万円、2%の増加になっております。 
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そして、当期利益が対前年同期で 2.3%の増加となりました。 

売上、そして三つの利益でありますが、第 3 四半期といたしましては、これまでの最高記録を達成

しております。 

前回の決算説明会でも申し上げたかと思いますが、とても強力なパイプラインが確立されておりま

す。季節要因等はありますが、十分に立ち戻ってそれを上回るレベルになれると考えております。 

それでは、私からは、いったんここで止めまして、この後ご質問を承りたいと思います。 

西尾：CloudWorld Tokyo に関しましては、Web サイトより登録いただき、承認制になっておりま

すので、Web サイトより初めにご登録をお願いいたします。 
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質疑応答 

 

西尾 [Q]：それでは、これより皆様からのご質問をお受けいたします。 

本説明会は証券市場関係者の皆様を対象としておりますので、プレスの方々のご質問はお控えいた

だきますよう、あらかじめご了承願います。 

Zoom システムの Q&A より、会社名、氏名、ご質問 3 問までをご入力ください。社名の記載がな

いご質問はスキップいたしますので、ご了承ください。私が 1 問ずつ読み上げ、CFO、KK より回

答いたします。重複するご質問は割愛いたします。 

それでは、質疑応答を開始いたします。 

BofA 証券、金子様です。 

期初ガイダンスを上回るペースでの売上推移を達成している中で、通期計画のレンジを据え置かれ

た背景をご教示いただけませんでしょうか。まず 1 点目です。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：ご質問ありがとうございます。 

確かに、期初のガイダンスを変更していない状況にあります。中には覚えている方もいらっしゃる

かと思うのですが、去年の第 4 四半期が非常に良い四半期でありました。そう考えますと、今年度

の四半期が若干苦しくなるかなということが、対前年では考えられるわけです。 

とはいえ、おそらくレンジの中でもハイエンドのほう、高いほうのレンジでおおよそ着地するのか

なとは見通しております。ただ、もちろんこれは弊社のパイプラインの中に入っております大型案

件をどう実践していくかによって変わってきます。 

ということで、直接的なお答えといたしましては、変更せずということになります。 

西尾 [Q]：続きまして、金子様より 2 問目です。 

Q3 にライセンスの大型案件前倒しなどはありましたでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：いえ、前倒し、あるいは後ろ倒しになった案件は特にないか

と思います。もちろん通常のビジネスをやりながら、時として前後する場合もありますが、それは

通例ということで通常のビジネス運営になっております。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 
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続きまして、金子様より 3 問目です。 

ガバメントクラウドに関するビジネス展開について質問です。直近で地方の IT ベンダーとの連

携、パートナーシップが加速していると思いますが、売上貢献の時期が近づいてきていますでしょ

うか。引き合い状況を教えてください。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：日本オラクルにおきまして、地方の IT ベンダーさんとの提

携はかねてより行っておりました。このマーケットに対応するためには、地元の IT ベンダーさん

の存在はとても重要でありました。したがいまして、これはガバメントクラウドも然りであります

が、ほかのビジネスにおいてもパートナーシップはかつてより続いており、今も継続中でありま

す。 

デジタル庁の以前から対政府、あるいは地方自治体では、地元の IT ベンダーさんが関与されてい

らっしゃいましたので、特にここにきて変化がありというところではありません。Business as 

usual が続いております。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、シティグループ証券の鶴尾様です。 

この Q3 の売上高は、どのように業績に影響するのかお教えください。併せて、Q4 への影響、展

望もお教えください。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：こちらの値上げでありますが、多くの日本のベンダーさんが

そうであったように、対 US ドルでかなり円安が進んだ結果です。したがいまして、この影響を価

格に反映させて正規化、正常化することを試みました。 

ご存じのように、弊社はエンタープライズ・グレードのソフトウェアを大手の企業さんのミッショ

ンクリティカルなシステムに対して提供して、販売しております。そういった意味では、弊社の製

品、サービスに対しての需要はそれほど大きな影響を受けないということであります。 

つまり、需要やパイプラインに対しての影響は、ミッションクリティカルなシステムが対象である

ので、それを回すために必要であれば、やはりソフトウェアは弊社から購入するわけです。そうい

った意味で、なかなか影響を受けにくいということであります。 

したがいまして、第 3 四半期の数字もいくつかご案内させていただきましたが、底堅い需要があり

ます。この四半期は、オンプレミスのライセンスというところでも非常に順調な四半期を過ごすこ

とができました。 
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したがいまして、この値上げ変更というものも、お客様もパートナーさんも市場の現実を理解され

て十分受け入れられているところであります。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、モルガン・スタンレー証券のセガワ様よりご質問です。 

業種別、企業規模別での現在の引き合い、見通しについて、詳細な状況をアップデートしていただ

けますでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：通常どおりです。相変わらずと言いましょうか、とりわけど

の業種といったような傾向は見られません。弊社としては、強い業界としては金融、通信、あるい

は官公庁、製造業ということになりますが、相変わらず、どこかの業種、業態に売上が偏っている

という状態はありません。 

やはり基幹系、ミッションクリティカルシステムということもありまして、これは全産業界が必要

とするシステムであります。当然のことながら、四半期だけを切り取ってみますと、たまたまある

四半期はある一つの業界が強かった、あるいは次の四半期はまた別の業界ということはあります

が、おしなべて、とりわけどこかの業種、業態に偏りですとか、あるいは依存しているということ

はありません。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、セガワ様からの 2 問目は値上げの影響ですので、スキップします。 

3 問目です。セガワ様より 2 問目です。 

従業員数は、前年比でフラットにとどまっています。従業員数の見通し、今後の計画について教え

てください。また、その計画を実現するために、ベースアップなど報酬水準の引き上げを行う可能

性はありますか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：まず、人員に関してです。ここ数四半期は安定的に推移して

いるかと思います。ただ、だからといって、誰も辞めていない、あるいは誰も退職していないとい

うことではありません。実際、ある一定数の出入りはあります。 

したがいまして、戦略的なビジネス領域においては常に採用をかけておりますし、また非戦略的な

領域において、もし退社される方がいらっしゃったら、必ずしも補充はしないといった取り組みを

しております。 
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コストに関しても、かなり意識的に検討を重ねております。というのも、やはり最も効率の良い運

営主体でありたいと考えているからです。ですから、今後も正しいところに投資をするということ

は変わりません。 

また、報酬水準ですが、こちらも毎年確認しておりますし、市場に照らし合わせたり、あるいは社

内の水準を見ながら検討を重ねております。 

ということで、こうした人に対しての投資はもちろん変わりませんし、同じポリシーを今後も採用

してまいります。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

JP モルガンの千葉様のご質問は人材採用に関してですので、スキップします。 

続きまして、SMBC 日興証券の菊池様です。 

ロイヤリティ料率が高まっておりますが、製品、サービスの料率に変更はないと考えてよろしいで

しょうか。ミックスの変化によるものですか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：菊池様、ご質問ありがとうございます。 

おそらく私以上に、日本オラクルのビジネスをご理解されているのかなというようなご質問をいた

だきましたが、おっしゃるとおりでありまして、弊社の製品、サービスの料率は変えておりませ

ん。まさにおっしゃっていただいたように、ミックスが変わることによって上下するということで

あります。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、シティグループ証券の鶴尾様です。2 問目ですね。 

値上げに対する顧客の反応や競合企業との価格競争力、win rate に変化があるかどうかお教えくだ

さい。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：いただいたご質問の一部は先ほどの答えと重複するようであ

りますが、弊社のソフトウェアは、お客様にとってあったらいいなというソフトウェアではありま

せん。必要なソフトウェアと言えます。したがいまして、弊社の製品、サービスに対しての需要は

非伸縮性と言っております。 

この価格上昇に対してでありますが、当然通常ですと、何らか市場からの反応があるはずです。し

かし、やはり業界は現状を理解されているようで、ほとんどが日本円の下落によるものであったと

いう理解が浸透しているようです。 
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この価格に関しても、直接エンドカスタマーというよりはパートナーさんと事前に議論をして、そ

していきなりの発表にならないように、かなり前倒しでパートナーさんには情報を共有させていた

だいております。密にパートナーさんと連携することによって、発表内容、それがたとえ価格上昇

であったとしても、かなり柔らかい形で市場に情報が流れるがゆえに、結果として特段お客様から

の強い反応等は見られませんので、納得して受け入れられたようです。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、三菱 UFJ モルガン・スタンレーの田中様です。 

Q2 に値上げ前の駆け込み需要があったと思いますが、反動減はなかったでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：今後の値上げという意味では、第 2 四半期のときの値上げで

すが、対お客様、対パートナーさんというところで、非常にうまくコミュニケーションが取れたの

ではないかなと、私は振り返って感じております。 

したがいまして、その当時、需要が、お客様の社内で今後増加することが予見できたお客様は、確

かに早い段階で、第 2 四半期中にソフトウェアを契約するという形を取られたお客様もいらっしゃ

いました。 

でも一方で、残念ながらその時点で予見できなかったお客様は、結果、値上がりしてからの契約と

なりましたが、これは特段大幅な上下、下落があったというわけではなく、通常の流れの範囲に収

まっているのではないかと感じています。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、シティグループ証券の鶴尾様です。 

オラクル本社では、ChatGPT 関連の需要が強いという話が決算でありました。日本オラクルに関

連需要の恩恵は、現在、または将来にありますでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：ChatGPT ですが、私どもに直接関わっている技術ではない

と言えます。本社の決算発表で、具体的にどういう発表内容があったのか、それに関しては、私か

らコメントは差し控えさせていただきます。 

ただ、申し上げられるのは、既に弊社のソフトウェア製品の中にはかなりの AI 技術が組み込まれ

ております。例えば会計のソフトウェアなどは、マシンに対して学習させて、もうマシンだけで会

計の 98%ぐらいの突合ができるところまで進んできております。これは、弊社の財務関連のソフ

トウェア、製品の中に標準機能として組み込まれております。 
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あるいは Autonomous Database、こちらもたくさんの AI、ML 技術を採用した製品になっており

ます。ほかのデプロイメントから学習をして、そして人に代わって多くの活動、処理を行ってくれ

るという意味です。 

ですから、今後もこの AI、ML 技術は、重要な技術であり続けるということは間違いありませんの

で、よりお客様に対して優秀な製品を提供するべく、私どもとしても投資を続ける所存でありま

す。 

西尾 [Q]：ありがとうございます。 

続きまして、大和証券、上野様よりご質問です。 

第 4 四半期の CloudWorld Tokyo ですが、コストの純増となりますでしょうか。いくらぐらいかか

りますでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：決してそれほど大きなコストではありません。PL に対して

影響が出るほどのものではありません。 

西尾 [Q]：重複しているご質問が結構ありますので、その辺りはスキップさせていただきます。 

最後に、SMBC 日興証券、菊池様よりご質問です。 

ライセンス販売に関して、Q2 までに契約して Q3 にデリバリーした場合は、旧料金が適用される

のでしょうか。その場合は、Q3 にも駆け込み需要の影響がありましたでしょうか。 

エス・クリシュナ・クマール＊ [A]：まずソフトウェアの販売ですが、おっしゃったようなステー

ジを経ていくのではなく、ソフトウェアというのは、契約をサインアップ、サインしますと、ソフ

トウェアは電子的に届けられますので、有効な契約書となれば、その瞬間に届けられて数字は計上

されるという形をとっております。もちろん、おっしゃった段階を経ていくというのはハードウェ

アには考えられますが、ソフトウェアに関しては異なります。 

西尾 [M]：ありがとうございました。 

それでは、こちらをもちまして 2023 年 5 月期第 3 四半期決算説明会を終了いたします。 

本説明会の内容は、本日より 1 カ月間、メールにてご案内の方法にて聴視いただけます。追加のお

問い合わせなどございましたら、IR、西尾、大塚までお願いいたします。 

本日はご参加いただき、ありがとうございました。 

［了］ 
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______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 

3. 本トランスクリプトは企業の同時通訳音源を書き起こした内容を含む  

4. ＊は企業の同時通訳の書き起こしを示す 

 


